
1
な
ぜ
今
、
地
域
支
え
合
い

　
シ
ス
テ
ム
を
創
る
の
で
す
か

　

国
は
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
医

療
費
・
介
護
保
険
給
付
費
な
ど
の

増
大
に
よ
る
財
政
圧
迫
に
危
機
感

を
持
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
医
療・

福
祉
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

が
維
持
で
き
な
く
な
り
、
私
た
ち

の
生
活
が
大
変
な
事
態
に
至
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら

で
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
国
は「
地

域
」
の
繋
が
り
を
見
直
し
、
新
た

に
地
域
住
民
で
支
え
合
う
シ
ス
テ

ム
を
創
り
、「
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
家
で
・
地
域
で
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
」
を
創
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

2
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
よ
う

　
な
地
域
を
創
る
の
で
す
か

　

国
は
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
市
町
村
に
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
を
創
る
よ
う
法
律
を

定
め
ま
し
た
。
松
本
市
は
、
35
地

区
ご
と
に
町
会
長
を
中
心
に
、
行

政
・
医
療
機
関
・
介
護
施
設
な
ど

関
係
す
る
団
体
等
で
「
地
域
ケ
ア

会
議
」
を
開
催
し
、
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
に
向
け
、
具
体
的
な

活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

3
支
え
合
う
地
域
の
イ
メ
ー
ジ

　
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

　

ひ
と
昔
前
の
地
域
社
会
で
し
ょ

う
か
。
家
の
周
り
に
住
ん
で
い
る

人
、
と
り
わ
け
高
齢
者
・
障
害
者
・

子
ど
も
・
病
気
の
人
な
ど
に
気
を

配
り
、
不
都
合
な
環
境
の
改
善
に

参
加
す
る
こ
と
を
当
た
り
前
に
行

い
、
住
み
よ
い
地
域
に
再
生
す
る

こ
と
で
す
。
雪
か
き
・
ゴ
ミ
出
し
・

買
物
や
通
院
の
送
迎
・
散
歩
等
へ

の
サ
ポ
ー
ト
・
家
族
へ
の
気
遣
い

な
ど
、
困
っ
て
い
る
日
常
の
こ
と

を
、
さ
り
げ
な
く
助
け
合
う
関
係

づ
く
り
で
す
。
今
の
社
会
は
こ
う

し
た
、
互
い
を
思
い
合
う
繋
が
り

に
欠
け
、
近
所
付
き
合
い
が
ギ
ク

シ
ャ
ク
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
入
山
辺
地
区
の
代
替

え
交
通
手
段
と
し
て
何
が
最
適

か
、
こ
れ
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん

と
検
討
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
町
会
長
さ

ん
が
利
用
実

態
を
調
査
し

て
お
り
ま

す
。
ご
意
見

や
ご
要
望
が

あ
り
ま
し
た

ら
、
お
寄
せ

下
さ
い
。

◎
５
月
29
日
（
日
）

　
　

町
会
対
抗
球
技
大
会

◎
７
月
23
日
（
土
）

　
　

第
29
回
親
子
ひ
ろ
ば

◎
９
月
11
日
（
日
）

　
　

第
33
回
市
長
杯
争
奪
球
技

　
　
　

大
会
東
山
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

◎
10
月
９
日
（
日
）

　
　

第
59
回
市
民
体
育
大
会

◎
10
月
16
日
（
日
）

　
　

第
89
回
大
運
動
会

◎
10
月
30
日
（
日
）

　
　

第
40
回
文
化
祭
（
町
会

　
　

対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
）

※
そ
の
他
各
種
講
座
や
事
業
の
開

　

催
に
つ
い
て
は
、
随
時
発
行
の

　
「
入
山
辺
公
民
館
た
よ
り
」
等

　

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ア
ル
ピ
コ
交
通
か
ら
、
路
線
バ

ス
の
入
山
辺
、
中
山
、
三
才
山
の

３
線
を
９
月
末
で
廃
止
し
た
い

と
、
市
に
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
松
本
市
は
、
廃
止
す
る
場
合

に
「
地
域
主
導
型
」
の
代
替
え
バ

ス
運
行
を
住
民
側
に
提
案
す
る
考

え
で
す
。
路
線
バ
ス
に
替
わ
る
交

通
手
段
は
、「
市
営
バ
ス
（
四
賀
・

奈
川
）」「
地
域
バ
ス
（
四
賀
）」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス（
西
部
）」「
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
」
な
ど
が
あ
り

　

諏
訪
大
社
系
の
大
和
合
神
社
・

宮
原
神
社
で
は
、御
柱
の「
山
出
し
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
月
下
旬
か

ら
見
立
て
、
結
納
、
伐
採
と
作
業

を
進
め
、
宮
原
神
社
は
４
月
10
日
、

大
和
合
神
社
は
４
月
29
日
に
山
出

し
が
行
わ
れ
、
御
柱
置
き
場
に
安

置
さ
れ
ま
し
た
。
大
和
合
神
社
の

二
の
御
柱
は
「
木
落
と
し
」
が
行

わ
れ
、
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

来
年
４
月

に
行
わ
れ

る
、「
建

立
祭
」
が

楽
し
み
で

す
。

ま
す
。

4
入
山
辺
地
区
の
シ
ス
テ
ム
づ

　
く
り
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る

　
の
で
す
か

　

入
山
辺
地
区
で
は
、
地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
ま
だ
早
い
と

言
う
声
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と

言
う
と
、
入
山
辺
は
人
々
の
絆
が

ま
だ
ま
だ
強
く
、
日
常
的
に
支
え

合
い
が
出
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
率

は
42
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
地
域
の

活
力
は
衰
え
て
来
て
い
ま
す
。
人

口
減
少
・
交
通
対
策
・
後
継
者
不

足
な
ど
、
高
齢
者
の
生
活
が
次
第

に
不
便
に
な
っ
て
来
て
い
る
現
状

で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

こ
の
入
山
辺
で
も
「
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
」
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

入
山
辺
地
区
に
は
13
の
町
会
が

あ
り
ま
す
。
各
町
会
は
数
常
会
等

に
区
割
り
さ
れ
、
さ
ら
に
回
覧
板

を
回
す
「
隣
組
」
に
細
分
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
隣
組
と
呼
ば
れ

る
地
区
組
織
は
、
平
均
し
た
５
世

帯
く
ら
い
の
範
囲
で
す
。
実
は
こ

の
隣
組
こ
そ
が
、
昔
な
が
ら
の
地

域
の
絆
の
原
点
で
す
。
入
山
辺
で

は
、
こ
の
「
隣
組
」
を
支
え
合
い

の
ベ
ー
ス
と
し
て
、「
地
域
支
え

合
い
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

　
（
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

平
林 

八
郎
）

地
域
支
え
合
い
シ
ス
テ
ム
の

　
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

平成28年5月1日現在

世帯数
　男
　女
総人口

８８９戸
１, ０１１人
１，０７８人
２，０８９人

路
線
バ
ス
廃
止
！

御
柱
祭
り
始
ま
る
！

平
成
28
年
度

入
山
辺
公
民
館
主
要
事
業
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町
会
連
合
会
長

防
犯
協
会
長

人
権
啓
発
推
進
協
議
会
長	

・
栁
澤　
　

正

入
山
辺
記
念
林
協
議
会
長	

・
大
澤　

德
次

入
山
辺
記
念
林
委
員
長	

・
大
輪　

健
一

農
振
推
進
協
議
会
長	

・
百
瀬　

房
雄

松
本
市
農
業
委
員	

・
百
瀬　

道
雄

防
災
部
会
長	

・
武
井　

勝
已

防
災
福
祉
女
性
部
長	

・
石
川
小
夜
子

衛
生
協
議
会
長	

・
市
川　
　

清

入
山
辺
社
会
福
祉
協
議
会
長	

・ 

朝
倉　

啓
雄

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
長	・
武
井　

茂
善

福
祉
ひ
ろ
ば

専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー	

・
小
笠
原
玲
子

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長	

・
百
瀬　

祐
子

入
山
辺
公
民
館
長	

・
遠
山　

重
治

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長	

・
平
林　

八
郎

町
内
公
民
館
長
会
長	

・
三
ッ
山
榮
勇

子
ど
も
会
育
成
会
長	

・
栁
澤　

良
子

体
育
協
会
長	

・
髙
野　

弘
文

交
通
安
全
協
会
支
部
長	

・
松
崎　

博
美

消
防
第
十
八
分
団
長	

・
西
澤　

幸
雄

公
民
館
報
編
集
委
員
長	

・
朝
倉　

康
直

老
政
会
長	

・
西
澤　

訓
男

入
山
辺
保
育
園
保
護
者
会
長	

・
木
下　

理
恵

山
辺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長	

・
加
藤　

郁
子

山
辺
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表	

・
木
下　
　

守

町
会
長

　
　

橋
倉	

・
武
井　

茂
善

　
　

南
方　

	

・
小
笠
原
鉄
夫

　
　

西
桐
原	

・
桐
原　

俊
幸

　
　

東
桐
原	

・
木
下　

補
雄

　
　

舟
付
／
宮
原	

・
百
瀬　

道
雄

　

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
大
役
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
至
り
ま
せ
ん
が
任
期
を

全
う
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

営
々
と
築
か
れ
て
き
た
長
い
歴

史
と
文
化
を
持
つ
入
山
辺
で
あ
り

ま
す
。
各
所
の
整
備
や
行
事
に
住

民
が
額
に
汗
し
、
努
め
て
き
た
想

い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
地

域
社
会
が
少
子
高
齢
化
や
過
疎
の

状
況
下
、
当
地
域
に
も
色
々
な
課

題
が
生
じ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ

ん
な
中
、「
こ
ん
な
山
辺
に
す
る

じ
ゃ
ん
会
」
が
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
諸
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
東
北
、栄
村・松
本
、

白
馬
村
の
記
憶
が
薄
れ
な
い
う
ち

に
九
州
で
大
地
震
が
連
続
し
て
起

き
避
難
生
活
を
続
け
ら
れ
て
い
る

状
況
で
す
。
地
区
と
し
て
他
山
の

石
と
せ
ず
白
馬
村
の
自
助
・
共
助

の
対
応
を
教
訓
に
減
災
、
危
険
回

避
の
対
策
を
一
層
進
め
て
い
く
必

要
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
町
会
長
会
一
丸
と

な
っ
て
、
住
み
や
す
い
入
山
辺
を
目

指
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

こ
の
度
の
異
動
で
、
入
山
辺
保

育
園
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

47
人
の
園
児
と
職
員
９
人
、
そ

し
て
８
人
の
支
援
の
方
々
と
の
生

活
が
始
ま
っ
て
２
ヶ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
当
初
は
「
違
う
先
生
だ
」

と
伺
う
よ
う
に
見
て
い
た
年
長
児

で
し
た
が
、
元
気
に
声
を
か
け
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
、
お

手
伝
い
に
入
る
と
顔
を
覚
え
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

園
児
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
に

過
ご
せ
る
保
育
園
で
あ
る
よ
う
努

め
る
と
共
に
、
豊
か
な
実
り
や
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
活
か
し
な
が
ら
、
笑
顔
溢
れ
る

保
育
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
り

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
入
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
三
澤
孝
吉
と
申
し
ま

す
。
入
山
辺
地
区
は
、
緑
あ
ふ
れ

る
自
然
環
境
の
中
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

取
り
組
ま
れ
て
い
る
先
進
地
と
お

伺
い
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
皆
さ

ん
の
目
指
す
地
域
づ
く
り
を
、
町

会
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
想
い
を

ひ
と
つ
に
し
て
一
緒
に
取
り
組
ま

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
指
導
ご
協
力
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

退
任
に
あ
た
り

　

前
入
山
辺
地
区
町
会
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

増
澤　

範
一

　

二
年
間
、
連
合
町
会
長
と
い
う

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
地
区
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

に
よ
り
何
と
か
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
痛
切
に
感
じ
た
の

は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
人
口
が

年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
毎
年
、
中

学
校
卒
業
生
と
語
る
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
大
学
等
で
外
へ
出

て
行
っ
て
も
将
来
必
ず
入
山
辺
に

戻
っ
て
き
た
い
と
の
お
話
を
大
勢

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
嬉
し
い

限
り
で
す
。

　

ど
う
か
災
害
も
な
く
平
和
で
住

み
良
い
地
域
づ
く
り
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
入
山

辺
に
訪
れ
た
り
、
住
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
み
ん
な
で
考
え
頑
張
ろ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

終
わ
り
に
入
山
辺
地
区
の
増
々

の
発
展
を
願
い
退
任
の
挨
拶
に
い

た
し
ま
す
。
二
年
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

北
入
中
部	

・
丸
山　

則
良

　
　

千
手
／
駒
越	

・
加
納　

光
敏

　
　
三
反
田
／
奈
良
尾	

・
内
城　
　

登

　
　

上
手
町	

・
朝
倉　

啓
雄

　
　

原
／
厩
所	

・
栁
澤　
　

正

　
　
大
仏
／
一
の
海	

・
栁
澤　

憲
一

　
　
大
和
合
／
牛
立	

・
栁
澤　

謙
二

　
　

三
城	

・
栁
澤　

秀
勝

町
内
公
民
館
長

　
　

橋
倉	

・
武
井　

秀
樹

　
　

南
方	

・
牧
田　

壽
男

　
　

西
桐
原	

・
山
内　
　

誠

　
　

東
桐
原	

・
久
保
田
豊
美

　
　

舟
付
／
宮
原	

・
百
瀬
千
賀
夫

　
　

北
入
中
部	

・
三
ッ
山
榮
勇

　
　

千
手
／
駒
越	

・
赤
澤　

和
美

　
　
三
反
田
／
奈
良
尾	

・
小
笠
原
德
男

　
　

上
手
町	

・
大
輪　

邦
彦

　
　

原
／
厩
所	

・
大
澤　

清
志

　
　
大
仏
／
一
の
海	

・
朝
倉　

和
久

　
　
大
和
合
／
牛
立	

・
宮
坂　
　

修

　
　

三
城	

・
前
田　

純
一

民
生
・
児
童
委
員

　
　
橋
倉
／
南
方	

・
小
笠
原
玲
子

　
　

西
桐
原	

・
百
瀬　

洋
子

　
　

東
桐
原	

・
平
林　

八
郎

　
　
舟
付
／
宮
原	

・
西
澤　

博
子

　
　
北
入
中
部
／
千
手
／
駒
越	

・
矢
島　

維
豊

　
　
三
反
田
／ 

奈
良
尾
／
上
手
町	

・
大
輪　

良
子

　
　
原
／
厩
所
／
大
仏
／
一
の
海	

・
朝
倉　

洋
子

　
　
大
和
合
／
牛
立	

・
澤
渡
家
寿
江

　
　

三
城	

・
前
田　

民
江

主
任
児
童
委
員 	

・
向
井　

圭
子

人
事
往
来

平
成
28
年
度
役
員
紹
介

入
山
辺
地
区

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
三
澤
　
孝
吉

入
山
辺
保
育
園
長

　
　
　
米
久
保
　
恵
子

入
山
辺
地
区

　
町
会
連
合
会
長

　
　 

　
　
栁
澤
　
正
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